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プライバシー情報提供の可否に関する調査

‐経年変化に関する考察‐

A Study of Willingness for Private Information Providing

- Estimating Change over the Year from 2010 to 2021 -
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概要

データ利活用は, インターネット及びデジタル機器の

普及と技術の進歩により, ますます促進の方向に向かっ

ている. ユーザのプライバシーを保護するために法制度

が整備され, プライバシーポリシー提示と同意取得の仕

組みが普及している.しかし,データ利活用とユーザのプ

ライバシー保護の両立は, まだ現代社会における大きな

課題の一つであると考えられ, その問題点が指摘されて

いる.利活用されるデータの主体であり,データを収集さ

れる側の立場にあるユーザのプライバシーに対する考え

方が,どのように変化しているかを調査するために,著者

らはプライバシー情報提供の可否に関する調査を継続し

て実施している. 本稿では, 2021年に実施した調査の結

果を報告するとともに, 一般ユーザのプライバシーに関

する意識がどのように変化してきているか, また, ユー

ザのプライバシーに対する意識の変化の要因について考

察する.
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